
も く じ

令
和
7
年
6
月
に
公
表
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
地

方
行
財
政
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」
報
告
書
⑴

は
、
自
治
体
が
直
面
す
る
厳
し
い
現
実
を
浮
き
彫
り

に
し
た
。
生
産
年
齢
人
口
の
急
減
に
伴
う
自
治
体
職

員
不
足
、特
に
技
術
職
や
専
門
職
の
不
足
は
深
刻
だ
。

報
告
書
は
、
市
町
村
が
単
独
で
フ
ル
セ
ッ
ト
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
こ
と
の
限
界
を
示
唆
し
、
事

務
の
抜
本
的
な
見
直
し
や
広
域
連
携
、
さ
ら
に
は
都

道
府
県
に
よ
る
補
完
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
理

論
的
な
解
決
策
は
示
さ
れ
た
が
、
現
場
の
苦
悩
は
よ

り
切
実
だ
。

こ
の
報
告
書
が
描
く
危
機
的
な
未
来
図
を
、
既
に

「
日
常
」
と
し
て
逞
し
く
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い

る
村
を
訪
問
し
た
。
山
梨
県
北
東
部
、
東
京
都
と
の

県
境
に
位
置
す
る
丹
波
山
村
で
あ
る
。
人
口
5
0
0

人
弱
、
村
域
の
97
％
を
山
林
が
占
め
る
こ
の
村
は
、

東
京
都
の
水
源
涵
養
林
を
守
る
重
要
な
使
命
を
担
っ

て
い
る
。
村
内
に
信
号
機
は
一
つ
し
か
な
く
、
鉄
道

駅
も
コ
ン
ビ
ニ
も
な
い
が
、
こ
こ
に
は
行
政
の
原
点

と
も
言
う
べ
き
光
景
が
あ
る
。

同
村
の
広
報
誌
に
は
⑵
、
丹
波
山
村
行
政
組
織
図

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
自
治
体
の
組
織
図
と
言
え
ば
、

部
課
名
や
係
名
が
並
ぶ
の
が
通
例
だ
が
、
同
村
で
は
、

全
職
員
（
常
勤
は
保
育
士
等
を
含
め
て
24
人
）
の
氏

名
と
そ
の
担
当
業
務
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
１
人
の

職
員
が
担
う
業
務
の
幅
広
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
あ
る

職
員
の
氏
名
の
横
に
は
、「
戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
児
童
福
祉
、
国
民
年
金
、
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
、
行
政
相
談
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し

て
い
ず
れ
も
彼
1
人
で
担
当
し
て
い
る
。「
究
極
の

多
能
工
」
だ
。
こ
れ
を
「
専
門
性
の
欠
如
」
と
切
り

捨
て
る
こ
と
は
た
や
す
い
。し
か
し
、そ
う
し
な
け

れ
ば
フ
ル
セ
ッ
ト
型
の
自
治
事
務
は
回
ら
な
い
。

報
告
書
で
は
、
小
規
模
団
体
の
事
務
処
理
体
制
の

確
保
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
が
、
丹
波
山
村
の
職
員

は
、
強
制
さ
れ
た
「
多
能
工
化
」
の
中
で
、
自
分
の

仕
事
が
住
民
の
生
活
に
ど
う
直
結
す
る
か
を
肌
感
覚

で
理
解
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、業
務
が
細
分
化
さ
れ
、

住
民
の
顔
が
見
え
に
く
く
な
っ
た
大
規
模
自
治
体
が

失
っ
て
し
ま
っ
た
強
み
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
の
献
身
に
甘
え
続
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
報
告
書
に
あ
る
よ
う
に
、
道
路
や
水
道

と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
や
、
高
度
な
専
門

知
識
を
要
す
る
業
務
に
つ
い
て
は
、
県
や
国
が
積
極

的
に
支
援
し
、
あ
る
い
は
肩
代
わ
り
す
る
仕
組
み
が

不
可
欠
だ
。
広
域
的
な
支
え
合
い
の
中
で
、
村
独
自

の
魅
力
あ
る
施
策
（
ソ
フ
ト
事
業
）
に
職
員
が
注
力

で
き
る
環
境
を
作
る
こ
と
。
そ
れ
が
、
報
告
書
が
め

ざ
す
「
持
続
可
能
な
地
方
行
財
政
」
の
解
の
一
つ
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

丹
波
山
村
の
組
織
図
は
、
過
酷
な
現
状
を
示
す
資

料
で
あ
る
と
同
時
に
、
行
政
に
お
け
る
「
人
」
の
可

能
性
と
、
そ
れ
を
支
え
る
制
度
の
必
要
性
を
無
言
の

う
ち
に
訴
え
か
け
て
い
る
。

⑴�https://w
w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_sosiki/

kenkyu/jizokukanonachihozaisei/

⑵�『
広
報
丹
波
山
』
令
和
7
年
5
月
号
11
頁�

�
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w
w
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雲取山からの初日の出（山梨県丹
た

波
ば

山
やま

村
むら

）〔写真提供：丹波山村〕

写真募集

表紙に掲載する写真を募集して
います。採用者には、図書カード
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写真には撮影者の住所、氏名及
び撮影場所・日時を明記して下
さい。
なお、採否は当方に一任願います。
送り先：全国町村会・広報部

写真キャプション

東京都奥多摩町・埼玉県秩父市・
山梨県丹波山村にまたがる日本
百名山の一つ「雲取山」の標高
は2,017m。東京都最高峰から
の初日の出を求めて、毎年多くの
人が訪れる。山頂からの眺望は
素晴らしく、晴れた日には富士山
や南アルプス、東京湾まで見渡
せる。『鬼滅の刃』の主人公・竈門
炭治郎の出身地としても話題に。
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１１
　　��

就
職
氷
河
期
世
代
等
へ
の

就
職
氷
河
期
世
代
等
へ
の

支
援
に
つ
い
て

支
援
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
就
職
氷
河
期
世
代
の
方
（
お

お
む
ね
１
９
９
３
年
（
平
成
５
年
）
か
ら

２
０
０
４
年（
平
成
16
年
）に
就
職
活
動
を

行
っ
た
世
代
。）
の
中
に
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊

後
の
雇
用
環
境
が
厳
し
い
時
期
に
就
職
活

動
を
行
っ
た
た
め
、
希
望
す
る
就
職
が
で

き
ず
、
現
在
も
不
本
意
な
が
ら
非
正
規
雇

用
で
働
い
て
い
る
方
や
、
社
会
参
加
が
困

難
な
状
態
に
あ
る
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
直
面
し
て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。

政
府
で
は
、
２
０
１
９
年
か
ら
、「
就

職
氷
河
期
世
代
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基

づ
き
、
就
職
氷
河
期
世
代
の
処
遇
改
善
や

正
規
雇
用
者
の
増
加
に
向
け
て
、
集
中
的

な
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

集
中
取
組
期
間
は
２
０
２
４
年
度
で
一

旦
終
了
し
ま
し
た
が
、
就
職
氷
河
期
世
代

に
対
し
て
は
、
そ
の
周
辺
の
世
代
と
合
わ

せ
、
引
き
続
き
、
正
規
雇
用
化
や
継
続
就

労
、
社
会
参
加
な
ど
に
加
え
、
高
齢
期
を

見
据
え
た
準
備
な
ど
、
個
々
人
の
課
題
や

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
支
援
を

効
果
的
に
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
年
度
新
た
に
関
係
閣
僚

会
議
を
立
ち
上
げ
、
昨
年
６
月
に
「
新
た

な
就
職
氷
河
期
世
代
等
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
基
本
的
な
枠
組
み
」を
決
定
し
ま
し
た
。

「
基
本
的
な
枠
組
み
」
は
、
従
来
か
ら

推
進
し
て
き
た
①
就
労
・
処
遇
改
善
に
向

け
た
支
援
、
②
社
会
参
加
に
向
け
た
段
階

的
支
援
に
つ
い
て
は
、
継
続
・
拡
充
す
る

と
と
も
に
、
就
職
氷
河
期
世
代
の
シ
ニ
ア

化
に
伴
い
、
新
た
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

家
計
改
善
・
資
産
形
成
や
住
宅
確
保
等
の

③
高
齢
期
を
見
据
え
た
支
援
を
加
え
た
３

本
柱
に
沿
っ
て
、
今
後
の
支
援
の
在
り
方

を
整
理
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
①
就
労
・
処
遇
改
善
に

向
け
た
相
談
対
応
等
の
伴
走
支
援
や
リ
・

ス
キ
リ
ン
グ
支
援
の
拡
充
、
②
社
会
参
加

に
向
け
た
支
援
と
し
て
、
ひ
き
こ
も
り
状

態
に
あ
る
方
の
居
場
所
づ
く
り
等
の
支
援

の
強
化
、
短
時
間
勤
務
等
の
柔
軟
な
働
き

方
の
支
援
、
③
高
齢
期
を
見
据
え
、
家
計

改
善
・
資
産
形
成
に
取
り
組
む
機
会
の
充

実
、
見
守
り
な
ど
の
支
援
が
提
供
さ
れ
る

居
住
サ
ポ
ー
ト
住
宅
の
創
設
、
介
護
と
仕

事
の
両
立
の
た
め
の
支
援
の
充
実
等
の
施

策
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
内
を
目
途
に
、
こ
の
「
基
本
的

な
枠
組
み
」
を
踏
ま
え
て
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
含

む
新
た
な
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
ま
と

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
期
間
は
、
当
面
３
年

間
程
度
（
２
０
２
８
年
度
ま
で
）
の
集
中

的
な
取
組
と
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

就
職
氷
河
期
世
代
と
そ
の
周
辺
の
世
代

が
抱
え
て
い
る
課
題
や
ニ
ー
ズ
は
個
々
人

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
地
方
公
共

団
体
が
個
々
人
の
実
情
に
合
わ
せ
て
行
う

支
援
が
不
可
欠
で
す
。
地
方
公
共
団
体
の

皆
様
に
お
い
て
も
、
後
に
ご
紹
介
す
る
交

付
金
も
ご
活
用
い
た
だ
き
つ
つ
、
就
職
氷

河
期
世
代
等
の
方
々
の
現
在
と
将
来
の
暮

ら
し
へ
の
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
の
取
組

を
ご
検
討
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

２２
　　��

交
付
金
に
つ
い
て

交
付
金
に
つ
い
て

上
述
の
と
お
り
、
い
わ
ゆ
る
就
職
氷
河

期
世
代
の
方
が
直
面
し
て
い
る
課
題
は
、

当
事
者
の
方
々
や
そ
の
ご
家
族
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
社
会
全
体
で
受
け
止
め
る

べ
き
も
の
で
あ
り
、
国
や
地
方
公
共
団
体

の
将
来
に
も
関
わ
る
重
要
な
課
題
で
す
。

ま
た
、
当
事
者
の
方
々
の
当
面
の
目
標
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

正
規
雇
用
で
の
就
労
や
在
宅
ワ
ー
ク
等
を

含
め
た
柔
軟
な
働
き
方
を
生
か
し
た
就

労
、よ
り
緩
や
か
な
社
会
参
加
な
ど
、個
々

人
に
よ
っ
て
多
種
多
様
で
す
。
さ
ら
に
、

個
々
の
生
活
基
盤
で
あ
る
地
域
の
実
情
も

地域就職氷河期世代等地域就職氷河期世代等
支援推進交付金の募集について支援推進交付金の募集について
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多
様
で
あ
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
ご
本
人

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
き
め
細
か
い
支
援
を

行
う
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
２
０
１
９
年

度
の
補
正
予
算
に
お
い
て
、「
地
域
就
職

氷
河
期
世
代
支
援
加
速
化
交
付
金
」
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
交
付
金
で
は
、
国

が
画
一
的
に
メ
ニ
ュ
ー
を
決
め
て
支
援
す

る
ス
タ
イ
ル
か
ら
一
歩
進
め
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
事
情
に
応
じ
て
創
意
工
夫

し
、
就
職
氷
河
期
世
代
の
社
会
参
加
や
就

労
を
支
援
す
る
地
方
公
共
団
体
の
先
駆

的
・
積
極
的
な
取
組
を
後
押
し
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
各
地
方
公
共
団
体
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
全
国
の
地
方
公

共
団
体
の
強
い
課
題
意
識
の
下
、
多
様
な

事
業
が
展
開
さ
れ
、
２
０
２
４
年
度
実
施

分
を
も
っ
て
一
旦
、
事
業
終
了
を
迎
え
ま

し
た
。（
２
０
２
４
年
度
実
績
：
２
０
４

団
体
（
46
都
道
府
県
、
20
指
定
都
市
、
１

３
８
市
区
町
村
）、
１
６
０
事
業
）

当
該
事
業
の
終
了
を
受
け
、
２
０
２
５

年
度
に
お
い
て
は
、「
社
会
参
加
活
躍
支

援
等
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
交
付
金
」
を

創
設
し
、同
交
付
金
の
「
個
別
支
援
事
業
」

と
し
て
就
職
氷
河
期
世
代
の
方
々
を
引
き

続
き
着
実
に
支
援
す
る
一
方
、
共
通
の
課

題
を
抱
え
る
周
辺
世
代
の
支
援
も
行
う
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
政
府
と
し
て
は
、
今

後
の
就
職
氷
河
期
世
代
の
方
々
へ
の
支
援

を
一
層
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、
関
係

閣
僚
会
議
に
お
い
て
、
周
辺
の
世
代
と
合

わ
せ
、
引
き
続
き
、
個
々
人
の
課
題
や

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
支
援
を
効

果
的
に
実
施
し
て
い
く
旨
を
決
定
い
た
し

ま
し
た
（
上
述
「
基
本
的
な
枠
組
み
」
参

照
）。こ

う
し
た
方
針
を
受
け
、
今
般
12
月
16

日
に
成
立
し
た
２
０
２
５
年
度
補
正
予
算

に
お
い
て
は
、（「
社
会
参
加
活
躍
支
援
等

孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
交
付
金
」
は
廃
止

し
、）
新
た
に
、
就
職
氷
河
期
世
代
を
全

面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
メ
イ
ン
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
明
確
化
す
る
「
地
域
就
職

氷
河
期
世
代
等
支
援
推
進
交
付
金
」
を
創

設
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

同
交
付
金
は
、
就
職
氷
河
期
世
代
の

方
々
へ
の
支
援
を
中
心
に
据
え
つ
つ
、
引

き
続
き
政
策
効
果
を
高
め
る
た
め
、
同
様

の
課
題
を
抱
え
る
周
辺
の
世
代
の
方
々
も

含
め
、
社
会
参
加
や
リ
・
ス
キ
リ
ン
グ
を

含
め
た
就
労
・
活
躍
に
向
け
た
支
援
等
を

個
々
人
の
実
情
に
合
わ
せ
て
行
う
地
方
公

共
団
体
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
既
存
の
取
組
や
連
携
体

制
も
生
か
し
な
が
ら
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

新たな就職氷河期世代等支援プログラムの基本的な枠組みについて

１．就労・処遇改善に向けた支援 ２．社会参加に向けた段階的支援 ３．高齢期を見据えた支援

３本柱の取組を支える実態調査・広報プロモーション

①相談対応等の伴走支援
ハローワーク専門窓口で、賃金が上昇する
転職・処遇改善に資する訓練情報を提供（新規）

②リ・スキリングの支援
• 非正規雇用労働者等を対象とするオンライン
訓練の全国展開（拡充）

• 資格やスキル標準と結びつく教育訓練給付金
指定講座の拡大（拡充）

• 企業を通じたキャリア形成の支援（拡充）

③就労を受け入れる事業者の支援
• トライアル雇用助成金の充実（拡充）
• 特定求職者雇用開発助成金の充実（拡充）

④家族介護に直面する者の介護離職防止に
向けた支援

• 両立支援等助成金の充実（拡充）
• 地域の介護サービス提供体制の確保（継続）

⑤公務員採用・業種別の就労支援
• 国家公務員・地方公務員としての中途採用（継続）
• 教員としての中途採用（拡充）
• 農業・建設業・物流業における就労支援（拡充）

①社会とのつながり確保の支援
• ひきこもり支援の広域連携等を推進し、
相談支援を行う自治体を拡大（拡充）

• 氷河期等交付金における、居場所づくり
に取り組む自治体支援のメニュー化（新規）

②就労に困難を抱える者の職業的自立に
     向けた支援
地域若者サポートステーションにおける
地域の公認心理師等を活用した相談（拡充）

③柔軟な就労機会の確保
• 認定就労訓練事業（中間的就労※）の
積極活用（拡充）

• 氷河期等交付金における、中間的就労
の機会創出に取り組む自治体支援の
メニュー化（新規）

①家計改善・資産形成の支援
• 生活困窮者に対する家計改善支援（拡充）
• 金融経済教育推進機構による、中小企業や支援
団体と連携した金融経済教育の提供（拡充）

②希望に応じた高齢期の就業機会の確保
65歳超雇用推進助成金の充実（拡充）

③高齢期の所得保障
年金改正法案の早期成立を図り、

• 短時間労働者への被用者保険の適用拡大とともに、
任意の適用に取り組む事業所を支援（拡充）

• 社会経済情勢を見極め、基礎年金水準の低下が見
込まれる場合には、基礎年金のマクロ経済スライド
を早期に終了するために必要な措置を講ずる（新規）

④住宅確保の支援
• 低廉な公営住宅の供給（継続）
• 高齢者が着実に入居できるセーフティネット
登録住宅の供給（拡充）

• 見守りや福祉サービスへのつなぎが提供される
居住サポート住宅制度の創設・普及（新規）

①実態調査 性別、有業/無業、雇用形態等の属性別に細分化した追加インタビュー調査の実施（拡充）
ソーシャルリスニング方式（※）を取り入れた調査等を通じた継続的な当事者のニーズ調査の実施（新規）

②周知広報 プッシュ型による情報提供の展開（拡充）
新ポータルサイトの立ち上げと合わせた広報の強化（新規）

※中間的就労
すぐに一般企業で働くことが難しい者が、
個々人の能力や適性、状況に応じて支援を
受けながら柔軟に働くこと。

※SNS等で発信されている意見を収集、分析し、ニーズや課題感のトレンドを把握する方法

～生まれた時代で不遇も不公平もない国へ！～

2025年６月３日 就職氷河期世代等支援に関する関係閣僚会議

図１　「新たな就職氷河期世代等支援プログラムの基本的な枠組み」の概要
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の
支
援
か
ら
、
相
談
支
援
、
人
と
人
と
の

「
つ
な
が
り
」
を
築
く
た
め
の
居
場
所
の

確
保
、
リ
・
ス
キ
リ
ン
グ
や
ジ
ョ
ブ
・
マ
ッ

チ
ン
グ
な
ど
、
個
々
人
の
状
況
に
合
わ
せ

た
社
会
参
加
や
就
労
等
へ
の
総
合
支
援
を

実
施
す
る
地
方
公
共
団
体
を
後
押
し
し
ま

す
。
支
援
メ
ニ
ュ
ー
は
、
次
の
12
種
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て

は
、
今
後
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
最
新
の
情
報
は
内
閣
府
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①�

就
労
希
望
や
処
遇
改
善
希
望
が
あ
る
方

等
の
資
格
取
得
に
向
け
た
支
援
、
職
業

訓
練
や
職
場
実
習
等
に
か
か
る
費
用
等

の
助
成
、
知
識
及
び
技
術
の
習
得
を
目

的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
又
は
研
修
等
の
支

援
な
ど
リ
・
ス
キ
リ
ン
グ
を
含
む
支
援

（
例
：
研
修
・
実
習
、
職
業
訓
練
、
リ
・

ス
キ
リ
ン
グ
講
習
会
等
の
能
力
向
上
支

援
や
資
格
取
得
に
係
る
費
用
の
助
成
）

※�

就
労
体
験
や
各
種
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い

て
、
リ
・
ス
キ
リ
ン
グ
と
一
体
的
に

行
わ
れ
る
も
の
（
実
習
、
リ
・
ス
キ

リ
ン
グ
講
習
会
等
）
は
、
①
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
基
礎
的
な

セ
ミ
ナ
ー
等
に
つ
い
て
は
、
他
の
メ

ニ
ュ
ー
と
な
る
こ
と
に
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

②�

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
や
相
談
支
援
等
、

個
々
人
の
状
況
に
寄
り
添
っ
た
支
援

（
例
：
出
張
相
談
、
専
門
職
の
相
談
員

の
配
置
）

③�

多
様
な
働
き
方
・
社
会
参
加
等
の
機
会

の
創
出
支
援
（
例
：
就
労
体
験
、
企
業

向
け
セ
ミ
ナ
ー
）

④�

就
労
希
望
や
処
遇
改
善
希
望
が
あ
る
方

等
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
説
明
会
の
開
催

支
援
（
例
：
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、

合
同
企
業
説
明
会
、
個
人
向
け
セ
ミ

ナ
ー
）

⑤�

社
会
参
加
や
就
労
等
に
向
け
た
活
動
の

ネ
ッ
ク
と
な
る
経
済
的
負
担
の
軽
減

（
例
：
就
労
体
験
等
の
日
当
・
交
通
費

の
支
給
）

⑥�

他
の
国
庫
補
助
金
等
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
事
業
の
充
実
・
強
化
（
例
：
地
域

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の

充
実
・
強
化
）

⑦�

当
事
者
同
士
の
交
流
の
場
の
設
定
、
就

職
氷
河
期
世
代
を
取
り
巻
く
状
況
等
に

係
る
関
係
者
の
理
解
増
進
な
ど
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
支
援
（
例
：
居
場
所

や
交
流
の
場
づ
く
り
、
支
援
団
体
向
け

セ
ミ
ナ
ー
）

⑧�

中
間
的
就
労
の
機
会
の
創
出
支
援

（
例
：
受
入
協
力
金
の
支
給
）

⑨�

家
計
改
善
や
資
産
形
成
に
向
け
た
金
融

教
育
支
援
（
例
：
親
世
代
の
高
齢
化
に

備
え
た
セ
ミ
ナ
ー
）

⑩�

実
態
把
握
や
効
果
検
証
を
行
う
事
業

（
例
：
実
態
把
握
の
調
査
、
ア
セ
ス
メ

ン
ト
）

⑪�

以
上
①
か
ら
⑩
の
取
組
に
つ
い
て
、
事

業
効
果
を
高
め
る
た
め
の
情
報
発
信
及

び
普
及
啓
発
（
例
：
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
制

作
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
）

⑫�

地
方
公
共
団
体
が
相
互
に
連
携
し
て
上

記
の
事
業
を
広
域
化
し
て
実
施
す
る
事

業
（
例
：
都
道
府
県
が
管
内
市
町
村
と

連
携
す
る
こ
と
で
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
発
揮
す
る
も
の
）

こ
れ
ま
で
事
業
の
最
前
線
で
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
地
方
公
共
団

体
や
関
係
機
関
等
の
皆
様
と
思
い
を
一
つ

に
し
て
、
今
後
策
定
予
定
の
「
新
た
な
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、
引
き
続

き
、
就
職
氷
河
期
世
代
を
中
心
に
、
周
辺

の
世
代
も
含
め
、
社
会
参
加
や
就
労
支
援

等
を
必
要
と
す
る
方
々
の
幅
広
い
社
会
参

加
・
活
躍
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
「
地
域
就
職
氷
河
期
世
代
等
支

援
推
進
交
付
金
」
の
活
用
を
ご
検
討
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
な
お
、「
社
会
参
加
活
躍
支
援
等
孤

独
・
孤
立
対
策
推
進
交
付
金
」
の
う
ち
、

地
方
公
共
団
体
が
取
り
組
む
孤
独
・
孤
立

対
策
の
「
基
盤
整
備
事
業
」
へ
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
別
途
、「
孤
独
・
孤
立
対
策

推
進
交
付
金
」
と
し
て
、
２
０
２
５
年
度

補
正
予
算
に
新
た
に
計
上
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
併
せ
て
活
用
を
ご
検
討
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。）

☆
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

（
一
．
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
つ
い
て
）

h
ttp
s
://w

w
w
.c
a
s
.g
o
.jp
/jp
/

seisa
k
u
/sh
u
sh
o
k
u
_h
yo
g
a
k
i_

shien/index.htm
l

（
二
．
交
付
金
に
つ
い
て
）

https://w
w
w
5.cao.go.jp/keizai1/

c_hyogaki/c_hyogaki.htm
l

、

https://w
w
w
.cao.go.jp/kodoku_

koritsu/torikum
i/kouhukin/r07/

r07_kouhukin.htm
l

☆
お
問
合
せ
先

（
一
．
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
つ
い
て
）

内
閣
官
房
就
職
氷
河
期
世
代
支
援
推
進
室

０
３
-６
２
５
７
-３
０
３
５

（
二
．
交
付
金
に
つ
い
て
）

内
閣
府
就
職
氷
河
期
世
代
等
支
援
推
進
室

／
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
室

０
３
-３
５
８
１
-４
５
３
７
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美
浦
村
の
概
要

美
浦
村
は
茨
城
県
南
部
に
位
置
し
、
国
内

第
2
位
の
湖
面
面
積
を
誇
る
霞
ヶ
浦
に
臨

む
、
水
と
肥
沃
な
土
壌
に
恵
ま
れ
た
自
然
豊

か
な
村
で
す
。
村
の
総
面
積
は
66
・
61
㎢
で
、

そ
の
う
ち
陸
地
面
積
は
34
・
03
㎢
で
あ
り
、

陸
地
と
湖
沼
の
面
積
が
ほ
ぼ
同
じ
と
い
う
特

徴
を
有
し
て
い
ま
す
。

本
村
に
は
昭
和
53
年
に
開
場
し
た
日
本
中

央
競
馬
会
（
Ｊ
Ｒ
Ａ
）
美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
滋
賀
県
栗
東
市
と
と
も

に
「
競
走
馬
の
里
」
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
開
場
し
た
当
時
は
多
く
の
競
走
馬

や
関
係
者
が
本
村
へ
移
住
し
、大
字
名
も「
美

駒
」
へ
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
敷

地
面
積
約
２
２
４
万
㎡
と
い
う
東
京
ド
ー
ム

約
48
個
分
の
広
大
な
敷
地
を
有
し
、
現
在
、

場
内
約
１
０
０
の
厩
舎
で
約
2
、
０
０
０
頭

の
競
走
馬
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

霞
ヶ
浦
沿
岸
に
広
が
る
水
田
で
は
、
美
浦

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
る
馬
の

▲美浦トレーニング・センターの調教風景

▲霞ヶ浦に面する平坦な地形

茨城県

美浦村

美み

浦ほ

村む
ら

茨
城
県

「
競
走
馬
の
里
」
美
浦
村

　
～
観
光
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
～
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敷
き
藁
堆
肥
を
利
用
し
た
米
の
栽
培
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
化
学
肥
料
と
農
薬
を

極
力
減
ら
し
て
栽
培
さ
れ
た
特
別
栽
培
米

「
美
浦
そ
だ
ち
」
は
、「
茨
城
の
誇
る
コ
シ
ヒ

カ
リ
シ
リ
ー
ズ
」
の
一
つ
に
も
選
ば
れ
た
良

質
で
お
い
し
い
お
米
で
す
。
同
様
に
、
馬
の

敷
き
藁
堆
肥
を
利
用
し
た
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム

栽
培
も
行
わ
れ
て
お
り
、
本
村
に
プ
ラ
ン
ト

を
持
つ「
芳
源
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
株
式
会
社
」

は
、
国
内
の
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
生
産
量
の
約

４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
国
内
最

大
級
の
養
液
栽
培
施
設
で
栽
培
さ
れ
る
パ
プ

リ
カ
や
、
大
型
ハ
ウ
ス
施
設
で
栽
培
さ
れ
る

高
糖
度
ト
マ
ト
等
、
多
様
な
農
産
物
が
生
産

さ
れ
て
い
ま
す
。

本
村
で
は
農
業
と
と
も
に
、
各
種
製
造
業

の
工
場
が
立
地
し
て
お
り
、
産
業
も
盛
ん
で

す
。
ア
メ
リ
カ
に
本
社
を
置
き
、
本
村
で
は

昭
和
55
年
に
操
業
を
開
始
し
た
半
導
体
製

造
の
外
資
系
サ
プ
ラ
イ
ヤ
「
日
本
テ
キ
サ

ス
・
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン
ツ
合
同
会
社
」
や
、

本
村
に
本
社
を
置
き
、
農
業
機
械
の
分
野

で
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
製
造
・
販
売
を

行
う
「
ス
ガ
ノ
農
機
株
式
会
社
」
等
が
操

業
し
て
い
ま
す
。

本
村
の
現
在
の
人
口
は
令
和
８
年
１
月
1

日
現
在
１
３
、
８
９
６
人
で
、
人
口
減
少
及

び
少
子
高
齢
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
村
は
令
和
7
年
度
で
村
制
70
周
年
を
迎

え
ま
し
た
が
、
こ
の
節
目
に
、
児
童
数
の
違

い
に
よ
る
教
育
格
差
を
な
く
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
3
校
あ
っ
た
小
学
校
を
1
校
に

統
合
し
た
「
美
浦
小
学
校
」
を
開
校
し
ま
し

た
。
統
合
小
学
校
は
、
同
様
に
村
内
に
1
校

あ
る
美
浦
中
学
校
の
敷
地
内
に
建
設
さ
れ
、

統
合
に
よ
り
遠
距
離
通
学
と
な
っ
た
児
童

が
安
心
し
て
通
学
で
き
る
よ
う
、
現
在
、
計

11
台
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
毎
日
運
行
し
て
い

ま
す
。

美
浦
村
の
歴
史
的
観
光
資
源

美
浦
村
の
歴
史
的
観
光
資
源
と
し
て
は
、

ま
ず
「
陸
平
（
お
か
だ
い
ら
）
貝
塚
」
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
陸
平
貝
塚
は
日
本
屈
指
の
規

模
を
誇
る
縄
文
時
代
の
貝
塚
遺
跡
で
、
縄
文

時
代
早
期
（
約
7
、
０
０
０
年
前
）
か
ら
後

期
（
約
3
、
５
０
０
年
前
）
の
大
小
8
ヶ
所

の
貝
塚
群
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
縄
文
人
の

生
活
の
舞
台
で
あ
っ
た
谷
な
ど
の
自
然
地
形

が
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
さ
れ
て
お
り
、
明

治
12
年
に
日
本
人
の
手
に
よ
る
最
初
の
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
た
遺
跡
と
し
て
、「
日
本
考

古
学
の
原
点
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
平

成
10
年
に
は
研
究
者
や
周
辺
地
域
の
開
発
企

業
、
そ
し
て
地
元
住
民
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
実
を
結
び
全
国
を
代
表
す
る
貝
塚
遺

跡
と
し
て
国
の
史
跡
指
定
を
受
け
、
そ
の
保

存
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で
も
地
域
の

方
々
と
と
も
に
確
認
調
査
が
実
施
さ
れ
、
美

浦
村
文
化
財
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
「
陸
平
貝

塚
公
園
」
と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
陸
平
貝
塚
は
本
村
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
み
ほ
ー
す
」
の

モ
チ
ー
フ
で
も
あ
り
、
地
元
の
子
ど
も
達
が

土
器
や
縄
文
服
等
、
当
時
の
文
化
を
知
る

き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
村
の
最
東
端
と
な
る
霞
ヶ
浦

湖
岸
に
は
、
旧
大
日
本
帝
国
海
軍
の
鹿
島

海
軍
航
空
隊
跡
地
が
あ
り
、
近
年
は
「
大

山
湖
畔
公
園
」
と
し
て
整
備
し
た
こ
と
で
、

重
要
な
観
光
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。
当
初
、

こ
の
貴
重
な
施
設
は
敷
地
内
外
が
荒
れ
た

廃
墟
と
な
り
存
続
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
歴
史
的
文
化
遺
産
と
し
て
後
世
に
残

す
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実

施
し
、
目
標
金
額
を
達
成
、
必
要
な
整
備
を

進
め
令
和
5
年
か
ら
一
般
公
開
を
行
っ
て
い

ま
す
。

敷
地
内
に
は
主
に
水
上
飛
行
機
の
搭
乗
員

を
養
成
す
る
練
習
航
空
隊
の
た
め
の
施
設
が

残
さ
れ
、
戦
後
に
は
医
療
施
設
と
し
て
も
使

用
さ
れ
た
本
庁
舎
や
、
当
時
の
ボ
イ
ラ
ー
が

現
存
す
る
汽
缶
場
跡
等
は
、
現
在
、
多
く
の

映
画
や
ド
ラ
マ
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
な

ど
の
撮
影
ロ
ケ
地
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
実
際
に
撮
影
で
使
用
さ
れ
た
美
術
品

や
小
道
具
を
展
示
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
こ
と
も
あ
り
、
全
国
か
ら
多
く
の
人
が
集

▲美浦小学校と美浦中学校

▲陸平貝塚にある竪穴住居と「みほーす」

▲大山湖畔公園の汽缶場跡
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ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
近
年
で
は
『
ゴ

ジ
ラ

－

１
・
0（
マ
イ
ナ
ス
ワ
ン
）』の
撮
影

に
も
使
用
さ
れ
た
自
動
車
庫
は
、普
段
は「
美

浦
村
週
末
カ
フ
ェ
」と
し
て
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
営
業
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
、
霞
ヶ
浦
周

辺
を
楽
し
む
サ
イ
ク
リ
ス
ト
達
の
憩
い
の
場

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鹿
島
海
軍
航

空
隊
の
水
上
戦
闘
機
の
訓
練
場
跡
地
は
霞
ヶ

浦
湖
面
に
向
か
っ
て
な
だ
ら
か
な
傾
斜
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
現
在
は
「
大
山
ス
ロ
ー

プ
」と
呼
ば
れ
、水
上
バ
イ
ク
や
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
楽
し
む
愛
好
家

の
聖
地
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

観
光
大
使
に
よ
る
魅
力
発
信

本
村
の
特
色
を
生
か
し
た
観
光
促
進
を
行

う
た
め
、
全
国
で
も
珍
し
い
取
組
と
し
て
、

実
在
し
な
い
架
空
の
人
物
で
あ
る
浅
草
み
ど

り
氏
を
令
和
6
年
に
美
浦
村
観
光
大
使
に
委

嘱
し
ま
し
た
。
浅
草
氏
は
漫
画
「
映
像
研
に

は
手
を
出
す
な
！
」
の
登
場
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
大
山
湖
畔
公
園
に
て

実
写
版
映
画
及
び
ド
ラ
マ
が
撮
影
さ
れ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
と
し
た
就
任
で
す
。
撮
影
後

に
本
村
で
行
わ
れ
た
「
廃
墟
景
観
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
で
は
著
者
で
あ
る
大
童
澄
瞳
先
生
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、
盛
り
上
が
り
を

見
せ
ま
し
た
。

令
和
7
年
に
は
、「
ウ
マ
娘 

プ
リ
テ
ィ
ー

ダ
ー
ビ
ー
」
で
シ
ン
ボ
リ
ル
ド
ル
フ
の
声
優

を
務
め
る
田
所
あ
ず
さ
さ
ん
を
美
浦
村
観
光

大
使
に
委
嘱
し
ま
し
た
。
大
山
湖
畔
公
園
の

ウ
ォ
ー
ク
ス
ル
ー
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
田
所

さ
ん
が
登
場
人
物
の
声
を
演
じ
た
こ
と
や
、

「
ウ
マ
娘 

プ
リ
テ
ィ
ー
ダ
ー
ビ
ー
」
と
本
村

の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
の
期
間
中
に
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
し
た
地
域
産
品
直
売
所
「
み
ほ
ー

す
ふ
ぁ
ー
む
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
に
て
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
演
い
た
だ
い
た

こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
た
就
任
で
す
。
田
所

さ
ん
に
は
、
中
山
競
馬
場
で
行
わ
れ
て
い
る

美
浦
村
の
名
前
を
冠
し
た
レ
ー
ス
「
美
浦
ス

テ
ー
ク
ス
」
で
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
を
は
じ

め
、
村
内
で
の
式
典
や
イ
ベ
ン
ト
の
際
の
出

演
等
、
ご
本
人
の
芸
能
活
動
の
中
で
本
村

の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

�

美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・�

セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
り�

実
現
し
た
イ
ベ
ン
ト

令
和
7
年
9
月
に
は
、
村
全
体
で
“
馬
”

の
魅
力
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
美
浦

村
Ｕ
Ｍ
Ａ
フ
ェ
ス
タ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
開
催
の
イ
ベ
ン
ト
な
が
ら
、
美
浦
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
所
属
の
現
役
の
騎
手
や

調
教
師
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、

普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
・
セ
ン
タ
ー
内
の
見
学
ツ
ア
ー
等
も
あ
り
、

全
国
各
地
か
ら
延
べ
7
、
０
０
０
名
の
来

場
が
あ
り
ま
し
た
。
企
画
者
は
元
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
南
川
麻
綾
さ
ん
で
す
。
競
馬

番
組
の
リ
ポ
ー
タ
ー
も
行
っ
た
こ
と
の
あ
る

南
川
さ
ん
が
、
3
年
勤
め
た
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
卒
業
企
画
と
し
て
考
え
、
ト
レ
セ
ン

と
村
が
一
体
と
な
り
実
現
し
た
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
。

当
日
は
、「
競
走
馬
の
里
」を
モ
チ
ー
フ
に
、

現
役
の
プ
ロ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
実
況
の
も
と

行
わ
れ
た
近
隣
市
町
村
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
達
に

よ
る
レ
ー
ス
「
Ｊ
Ｃ
（
縄
文
カ
ッ
プ
）」
や
、

ポ
ニ
ー
シ
ョ
ー
、
ジ
ョ
ッ
キ
ー
に
教
わ
る
乗

馬
練
習
用
木
馬
体
験
等
、
家
族
連
れ
や
地
元

住
民
も
楽
し
め
る
企
画
も
あ
り
、
村
内
各
所

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

美
浦
村
独
自
の
取
組

競
馬
フ
ァ
ン
か
ら
は
「
美
浦
村
＝
ト
レ
セ

ン
の
あ
る
競
走
馬
の
里
」
と
認
知
さ
れ
て
い

る
本
村
で
す
が
、
一
般
的
な
知
名
度
は
ま
だ

ま
だ
低
く
、
そ
の
た
め
、
美
浦
村
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
も
“
馬
”
を
中
心
と
し
た
魅

力
の
発
信
に
日
々
努
め
て
い
ま
す
。
本
村
独

自
の
取
組
と
し
て
、
令
和
6
年
に
は
地
域
産

品
直
売
所
「
み
ほ
ー
す
ふ
ぁ
ー
む
」
に
て
特

定
の
競
走
馬
を
特
集
し
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
特
集
し
た
の
は

▲�著者の大童澄瞳先生（左）観光大使委嘱状交付式
の様子

▲�UMAフェスタで行われたゆるキャラ達の「JC（縄
文カップ）」

▲地域産品直売所の競馬関連グッズコーナー
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「
ラ
イ
ス
シ
ャ
ワ
ー
号
」
と
「
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
カ
フ
ェ
号
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
期
間
限
定
な

が
ら
多
く
の
フ
ァ
ン
の
集
客
が
あ
り
ま
し

た
。
菊
花
賞
や
有
馬
記
念
で
実
際
に
使
用
さ

れ
た
調
教
ゼ
ッ
ケ
ン
や
優
勝
レ
イ
等
、
関
係

者
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
実
現
し
た
貴
重
な

展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
発
案
で
令
和
7
年
に
販
売
を
開

始
し
た
「
蹄
鉄
や
き
」
は
、
そ
の
名
の
と
お

り
馬
の
蹄
鉄
の
形
を
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
味
の

焼
き
菓
子
で
、
今
で
は
み
ほ
ー
す
ふ
ぁ
ー
む

の
定
番
の
お
土
産
と
し
て
大
人
気
で
す
。
競

走
馬
が
実
際
に
使
用
し
た
蹄
鉄
が
一
番
の
人

気
商
品
と
し
て
並
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、

セ
ッ
ト
で
購
入
す
る
お
客
さ
ん
も
多
い
で

す
。
店
内
各
所
に
は
レ
ー
ス
で
活
躍
す
る
美

浦
所
属
騎
手
の
等
身
大
パ
ネ
ル
が
設
置
さ

れ
て
い
る
点
も
、
本
村
の
直
売
所
独
特
の

光
景
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
騎
手
の
顔
や
名

前
を
覚
え
る
の
に
一
役
買
っ
て
い
る
こ
の

パ
ネ
ル
は
、
フ
ァ
ン
だ
け
で
な
く
村
民
か
ら

も
好
評
で
す
。

み
ほ
ー
す
ふ
ぁ
ー
む
近
く
の
道
路
沿
い
に

は
「M

ihoV
ision

」
と
い
う
情
報
発
信
用

の
大
型
電
光
掲
示
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
のM

ihoV
ision

で
は
日
常
生
活
に
お
け

る
災
害
予
防
や
、
村
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
の
周

知
等
が
主
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
ち
ら
で
も

独
自
の
取
組
と
し
て
、美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
競
走
馬
が
Ｇ
１
レ
ー

ス
で
優
勝
し
た
際
、
勝
馬
の
ゴ
ー
ル
写
真
と

と
も
に
そ
の
勝
利
を
祝
う
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
も
と
も
と
役
場
前
の
跨

道
橋
に
横
断
幕
を
掲
げ
お
祝
い
し
て
い
た
も

の
で
、
電
光
掲
示
板
設
置
に
伴
い
発
信
方
法

が
変
わ
り
ま
し
た
。
競
馬
を
す
る
、
し
な
い

に
か
か
わ
ら
ず
、
競
走
馬
の
情
報
が
当
た
り

前
に
日
常
に
溶
け
込
ん
で
い
る
の
は
本
村
な

ら
で
は
の
風
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
本
村
は
独

自
の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
特
に
近
年
で
は
美
浦
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
と
の
協
力
体
制
を
中
心

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
令

和
7
年
に
「
美
浦
村
体
感　

ト
レ
セ
ン
調
教

見
学
付
き
村
内
ツ
ア
ー
と
特
産
品
」
を
新
た

な
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
ト
レ
セ
ン
に
関
わ
る
返
礼
品
は

人
気
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
実
際
の

調
教
風
景
を
見
学
で
き
る
と
し
て
、
出
品
し

て
4
日
間
で
す
べ
て
の
枠
が
完
売
と
な
り
ま

し
た
。
ト
レ
セ
ン
の
魅
力
で
集
客
し
、
そ
こ

か
ら
村
内
の
他
の
施
設
に
も
興
味
を
持
っ
て

も
ら
う
良
い
き
っ
か
け
と
な
る
と

注
目
し
て
い
ま
す
。

美
浦
村
の
歴
史
的
な
魅
力
と
、

「
競
走
馬
の
里
」
と
し
て
の
魅
力
、

二
つ
の
側
面
を
生
か
し
な
が
ら
、

今
後
も
独
創
的
で
意
欲
的
な
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

�

美
浦
村
総
務
課

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

　

三
重
県
町
村
会
は
令
和
７
年
11
月
19
日

の
理
事
会
で
次
の
通
り
会
長
を
選
出
し
た
。

（
12
月
１
日
就
任
）

三
重
県
町
村
会
長

員い
な
べ弁

郡
東と
う
い
ん員

町
長

水み
ず 

谷た
に

　
俊と
し 

郎お

昭
和
26
年
11
月
15
日
生

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
４
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽

昭
和
51
年
４
月
三
重
県
庁
に
奉
職
▽
昭
和

56
年
１
月
大
成
建
設
（
株
）
に
就
職
▽
平

成
３
年
４
月
三
重
県
議
会
議
員
▽
平
成
18

年
８
月
（
株
）
中
部
安
全
施
設
に
就
職
▽

平
成
23
年
４
月
東
員
町
長
に
就
任

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】

令
和
７
年
６
月
三
重
県
町
村
会
副
会
長

【
主
な
業
績
】
▽
総
合
体
育
館
体
育
施
設

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
▽
5
歳
児
の
幼
稚
園
保
育

料
無
料
化
▽
東
員
町
16
年
一
貫
教
育
プ
ラ

ン
策
定
▽
員
弁
１
３
０
０
年
記
念
事
業 

東
員
町
発
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
開
催
▽
子
ど
も

の
権
利
条
例
制
定
▽
東
員
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
開
通
▽
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
開

始
▽
町
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
挙
行
▽

東
員
町
電
力
デ
ー
タ
と
Ａ
Ｉ
に
よ
る
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
型
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
▽
石
垣

定
哉
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
設
▽
四
日
市
大

学
と
包
括
連
携
協
定
の
締
結
▽
マ
メ
マ
チ

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
オ
ー
プ
ン
▽
東
員
第
一
中
学
校

移
転
事
業

【
趣
味
】
囲
碁
・
ゴ
ル
フ
・
サ
ッ
カ
ー
観
戦

【
家
族
】
妻
・
娘
２
人
・
息
子
１
人

▲�みほーすふぁーむの名物スイ
ーツ「蹄鉄やき」

▲「MihoVision」によるG １優勝の情報発信
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JFMでは資金調達や資金運用について
出前講座・実務支援（個別相談）を実施しています

金融についての知識と経験が豊富な自治体ファイナンス・アドバイザー（金融機関出身のJFM職員）等が
地方公共団体の費用負担なしで資金調達や資金運用についての講義やアドバイスを行います。

地方公共団体金融機構

実務支援（個別相談）

資金調達

⃝地方債の金利の見方
⃝銀行等引受債の借入交渉のポイント
⃝住民参加型市場公募債

金融・経済

⃝銀行の現状と指定金融機関
⃝日本経済と金利の動向

資金運用

⃝資金運用のリスクと管理
資金運用の法令と運用商品、預金の商品性とリスク管理、
債券の商品性とリスク管理、債券運用の手法

財政関連

⃝財政分析と地方債管理
⃝財政収支見通しと人件費の長期推計
⃝公営企業改革と公営企業決算の見方

出前講座 
✓ �自治体ファイナンス・アドバイザー等が、実際に地方公共団体を訪問し�
団体の要望に応じた時間、場所、内容で講義を実施します

✓ 方法は対面・オンラインどちらでも対応可能です

✓ �自治体ファイナンス・アドバイザー等が資金調達や資金運用などに関する具体的な
課題や疑問の解決に向けて専門的なアドバイスを実施します

✓ 方法は電話、メール、オンラインのほか現地での相談にも対応します

▼主なテーマ

相談事例
・金利見直し方式のメリットやデメリットは？銀行等とどう交渉すればよいか？�
・債券による運用を始めるための体制整備を進めたいが、助言をもらえないか？�
・金融機関から手数料引き上げについて依頼があったが何か特別な背景があるのか？

●支援の詳細や実施までの流れは機構Webサイトでご確認ください。
https://www.jfm.go.jp/support/development/index.html

JFM　出前講座／実務支援 検索

電話・メールで申込を受付しています
お気軽にお問合せください

地方支援部ファイナンス支援課
☎03-3539-2677　 finance@jfm.go.jp

第3346号9　2026年（令和 8年） 1月19日

情　報

金融についての小さな疑問でもお気軽にご相談ください。
Webサイトに過去の相談事例を掲載しています。こちらもご覧ください。

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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（第三種郵便物認可） 町 村 週 報

全国926町村には、それぞれにその場所ならではの輝く資源があります。
そのまち、そのむらが、今発信したい魅力を紹介していきます。

まちむらの魅力発信！
　
養
殖
ホ
タ
テ
発
祥
の
地
で
あ
る
平
内
町
は
、

単
一
漁
協
で
の
水
揚
げ
日
本
一
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
る
「
ホ
タ
テ
王
国
」
で
す
。

　
冷
た
い
海
域
を
好
む
ホ
タ
テ
は
古
く
か
ら
陸

奥
湾
に
生
息
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
然
発
生
に

依
存
し
て
い
た
時
代
に
は
、
年
に
よ
っ
て
そ
の

漁
獲
量
に
大
き
な
変
動
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
昭
和
30
年
代
か
ら
平
内
町
出
身
の
豊
島
友

太
郎
氏
ら
が
ホ
タ
テ
の
養
殖
の
研
究
に
取
り
組

み
、「
タ
マ
ネ
ギ
袋
」
を
使
っ
た
育
苗
生
産
に

成
功
。
ホ
タ
テ
の
稚
貝
を
カ
ゴ
に
入
れ
海
中
に

吊
る
し
て
育
て
る
垂
下
養
殖
が
本
格
化
し
、
安

定
的
な
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
、
漁
師
は
出
稼
ぎ
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
近
年
は
猛
暑
の
影
響
で
海
水
温
が
上

昇
し
、
２
０
２
４
年
、
25
年
と
続
い
て
稚
貝
が

大
量
死
す
る
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
町
だ
け

で
な
く
、
県
を
あ
げ
て
高
水
温
下
で
の
養
殖
体

制
の
確
立
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

雪解け水が流れ込む陸奥湾で
育つホタテは甘みが強いのが特徴。

雪
解
け
水
で
育
つ
ホ
タ
テ

高
水
温
対
策
を
模
索
中

食

平
内
町
の

　養
殖
ホ
タ
テ

　
舟
橋
村
は
面
積
３
・
47
㎢
と
全
国
で
最
も
小

さ
い
自
治
体
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
顔
が
見
え

る
こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
と
こ
ろ
が
魅
力
で
あ
る
と

と
も
に
、
富
山
市
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら

子
育
て
世
代
の
転
入
も
多
く
、
国
土
交
通
大
臣

賞
を
受
賞
し
た
都
市
公
園「
オ
レ
ン
ジ
パ
ー
ク
」

で
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
月
イ
チ
園
む

す
び
」
な
ど
、
子
育
て
マ
マ
を
中
心
と
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
も
盛
ん
で
す
。

　
２
０
２
４
年
か
ら
は
新
旧
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
た
め
、
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
始
め
ま
し
た
。
休
耕
田
に
ひ
ま
わ
り
を

植
え
、
種
か
ら
ひ
ま
わ
り
油
を
搾
り
、
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
、
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
へ
の
製
品
化
ま
で

を
め
ざ
す
、
老
若
男
女
の
住
民
が
共
同
で
行
う

「
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
立

山
連
峰
を
臨
む
ひ
ま
わ
り
畑
沿
い
に
は
富
山
地

方
鉄
道
が
走
り
、
ひ
ま
わ
り
が
見
頃
と
な
る
８

月
中
旬
は
鉄
道
フ
ァ
ン
も
訪
れ
る
観
光
資
源
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

新
旧
住
民
が
と
も
に

取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

文化

２
月
、３
月
に
食
べ
ら
れ
る

甘
み
の
濃
い
温
州
み
か
ん

食

日
本
一
小
さ
い
村

舟
橋
村

日
本
一
小
さ
い
村

舟
橋
村

　
阿
波
み
か
ん
栽
培
発
祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ

る
勝
浦
町
。
勝
浦
川
両
岸
の
山
腹
に
は
み
か
ん

畑
が
広
が
り
、
徳
島
県
で
は
温
州
み
か
ん
生
産

量
１
位
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
消
費
者
の
変
化
な
ど
か
ら
み
か

ん
の
消
費
量
は
年
々
減
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
競
争
力
を
強
化
し
よ
う
と
町
が
力
を

入
れ
て
い
る
の
が
熟
成
み
か
ん
で
す
。
12
〜
１

月
に
収
穫
し
た
み
か
ん
を
約
２
カ
月
熟
成
さ
せ

る
こ
と
で
、
味
の
濃
い
「
勝
浦
熟
成
み
か
ん
」

が
生
ま
れ
ま
す
。
２
〜
３
月
に
食
べ
ら
れ
る
み

か
ん
と
し
て
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
も
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
お
り
、「
勝
浦
の
み
か
ん
は
お

い
し
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
浸
透
。
イ
ベ
ン

ト
へ
参
加
し
て
も
大
人
気
な
の
だ
と
か
。「
道

の
駅 

ひ
な
の
里
か
つ
う
ら
」
で
は
通
販
も
行

い
、
熟
成
み
か
ん
を
絞
っ
た
ス
ト
レ
ー
ト

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
加
工
品
も
人
気
を
集
め
て

い
ま
す
。

適切な温度・湿度で管理した貯蔵庫
で、じっくりと熟成。

徳島県

勝
浦
町
の

　
　熟
成
み
か
ん

勝
浦
町
の

　
　熟
成
み
か
ん

Vol.3

北海道青森県
ひ
ら
な
い

ま
ち

ふ
な
は
し
む
ら

か
つ
う
ら
ち
ょ
う

平
内
町
の

　養
殖
ホ
タ
テ

新潟県富山県

住民同士の交流とともに、村外
から人を呼び込むこともめざす。

2026年（令和 8年） 1月19日　10第3346号
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町 村 週 報8　令和0年0月0日 （第三種郵便物認可） 第0000号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　

1
9
8
8
年
の
「
ふ
る
さ
と
創
世
事
業
」
を

活
用
し
、奥
尻
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
ウ
ニ
」

を
か
た
ど
っ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
全
国
か
ら
集

め
た
「
21
世
紀
へ
の
愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
入

れ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
設
置
と
開
設
に
あ
わ

せ
て
、
そ
の
事
業
と
奥
尻
町
の
P
R
を
す
る
た

め
、
1
9
8
9
年
に
「
う
に
ま
る
」
が
誕
生
し

ま
し
た
。
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
奥

尻
町
特
産
品
「
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
」
で
す
。

5
月
〜
9
月
に
は
奥
尻
港
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ

ル
で
観
光
客
の
お
出
迎
え
を
行
う
ほ
か
、
島
内

外
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
奥
尻
町
の
P
R
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
誕
生
か
ら
35
年
た
っ
た

2
0
2
5
年
、「
う
に
ま
る
く
ん
着
ぐ
る
み
修

復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
よ
っ
て
着
ぐ
る
み
が
新
調
さ
れ
ま
し

た
。
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
「
う
に
ま
る
」
は
、

こ
れ
か
ら
も
奥
尻
町
の
P
R
活
動
で
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
国
町
は
、「
わ
ら
び
」
の
生
産
量
が
国
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
日
本
初
の
「
観
光
わ
ら

び
園
」
が
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
小
国
町
を
P
R
す
る
「
ワ
ラ
ビ
ー
マ

ン
」
と
「
ワ
ラ
ヴ
ィ
ー
ナ
」
の
モ
チ
ー
フ
は

も
ち
ろ
ん
、「
わ
ら
び
」
で
す
。
ま
た
、
小
国

町
は
、
町
の
95
％
が
森
林
と
い
う
自
然
豊
か

な
町
で
、「
ぶ
な
の
木
」の
幹
と「
雪
」の
イ
メ
ー

ジ
を
も
と
に
町
全
体
を
「
白
い
森
」
と
呼
ん

で
い
る
た
め
、
ふ
た
り
の
肩
書
き
も
「
白
い

森
観
光
大
使
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
道
の
駅

白
い
森
お
ぐ
に
」
に
は
「
ワ
ラ
ビ
ー
マ
ン
」

と
「
ワ
ラ
ヴ
ィ
ー
ナ
」
が
描
か
れ
た
自
動
販

売
機
が
置
か
れ
て
い
る
ほ
か
、
T
シ
ャ
ツ
な

ど
の
グ
ッ
ズ
も
販
売
さ
れ
て
い
る
と
い
う
人

気
ぶ
り
。
地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
振
り
付
け

を
考
案
し
た
「
ワ
ラ
ビ
ー
マ
ン
ダ
ン
ス
」
も

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
披
露
し
て
い
ま
す
。
町
内

の
み
な
ら
ず
、
首
都
圏
で
実
施
さ
れ
る
物
販

や
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
、
ふ
た
り
仲
良
く

P
R
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

10
月
1
日
生
ま
れ
。
素
直
で
前
向
き
な
女
の
子
。
赤
井
川
村
の
自

然
や
農
業
が
大
好
き
。
特
技
は
「
か
な
ぞ
り
」。
趣
味
は
農
作
業
と

ス
ポ
ー
ツ
全
般
。
好
き
な
食
べ
も
の
は
、
村
産
の
お
米
「
ゆ
き
さ

や
か
」
や
農
産
物
。

い
た
っ
て
温
厚
な
性
格
。
人
前
に
出
る
の
が
好
き
で
、
特
に
観
光

客
を
お
出
迎
え
す
る
の
が
大
好
き
。
好
物
は
コ
ン
ブ
。
雨
風
や
激

し
い
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
は
苦
手
。
日
に
よ
っ
て
形
が
変
わ
る
。
時
々

語
尾
に
「
う
に
〜
」
と
つ
け
て
し
ゃ
べ
る
ら
し
い
。

　

2
0
1
4
年
、
赤
井
川
村
の
認
知
度
向
上

や
観
光
・
地
域
の
P
R
を
目
的
と
し
て
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
一
般
公
募
し
ま
し
た
。「
村
の
お

米
や
農
産
物
が
大
好
き
で
農
作
業
が
得
意
な

女
の
子
」
と
い
う
設
定
で
誕
生
し
た
の
が
「
あ

か
り
ん
」
で
す
。
赤
井
川
村
の
「
赤
」
を
図

案
化
し
た
村
章
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
笠
を
か

ぶ
り
、
農
作
業
用
の
服
を
着
て
い
ま
す
。
大

き
な
瞳
と
話
し
言
葉
の
語
尾
が
「
で
す
の
」

と
な
る
の
が
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
な
の
だ
と

か
。
村
内
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す

る
ほ
か
、
北
後
志
観
光
連
絡
協
議
会

「
F
A
N
S
Y
」
が
主
催
す
る
後
志
管
内
の
イ

ベ
ン
ト
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
グ
ッ
ズ
の

販
売
も
多
数
あ
り
、
い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い

な
笑
顔
で
、
老
若
男
女
か
ら
人
気
が
高
い
「
あ

か
り
ん
」。
こ
れ
か
ら
も
、
赤
井
川
村
の
P
R

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

「ワラビーマン」（写真右）は、カメ
ムシ怪人「ヘンクサー」と戦うヒー
ロー。得意技はワラビーム。「ワラ
ヴィーナ」（写真左）は、「ワラビーマ
ン」のガールフレンド。

あ
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に
ま
る

う
に
ま
る

Vol.184

北
海
道
赤あ

か

井い

川が
わ

村む
ら

山
形
県
小お

国ぐ
に

町ま
ち

北
海
道
奥お

く

尻し
り

町ち
ょ
う

奥
尻
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

赤
井
川
村
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

白
い
森
観
光
大
使

山形県小国町
北海道奥尻町
北海道赤井川村

第3346号11　2026年（令和 8年） 1月19日 （第三種郵便物認可）町 村 週 報

P11 3346 ご当地キャラじまんvol.184.indd   11P11 3346 ご当地キャラじまんvol.184.indd   11 2026/01/19   10:26:312026/01/19   10:26:31



「
神
津
島
の
概
要
」

上
古
時
代
大
国
主
命
の
長
子
、
積
波
八

重
事
代
主
命(

三
島
大
明
神)

は
、「
国
土

を
天
孫
に
に
ぎ
の
命
に
譲
り
、
出
雲
の
国

か
ら
多
数
の
眷
属
、
随
従
の
神
々
を
ひ
き

い
て
海
路
は
る
ば
る
伊
豆
の
国
に
渡
ら
れ

て
伊
豆
の
島
々
を
焼
き
出
し
給
う
」
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。（
伊
豆
国
式
内
一
宮

御
神
威
略
記
）
ま
た
三
宅
記
に
は
、「
先

ず
第
一
の
島
を
初
島
と
名
付
け
給
う
、
第

二
は
神
々
集
ま
り
玉
い
て
島
々
を
造
り
給

う
事
を
詮
議
あ
り
し
島
な
る
が
故
に
神
集

島
と
名
付
く
、云
々
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
「
神
集
島
」
が
神
津
島
の
名
の
由
来

と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
由
来
に
ち
な
ん
で

の
水
配
り
神
話
が
あ
り
ま
す
。

「
昔
々
「
神
津
島
」
の
天
上
山
の
頂
に

伊
豆
七
島
の
神
様
達
が
集
ま
り
水
の
分
配

に
つ
い
て
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。
一
番

早
く
着
い
た
の
は
御
蔵
島
の
神
様
、
次
は

新
島
、
三
番
目
は
八
丈
島
、
四
番
目
は
三

宅
島
、五
番
目
は
大
島
で
し
た
。
最
後
に
、

朝
寝
坊
し
た
利
島
の
神
様
が
や
っ
て
き
た

と
き
に
は
、
水
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
を
見
た
利
島
の
神
様

は
怒
り
、
水
が
わ
ず
か
に
残
っ
た
池
に
飛

び
込
ん
で
暴
れ
ま
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
水

が
四
方
八
方
に
飛
び
散
り
、
神
津
島
で
は

い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
水
が
湧
き
出
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

神
津
島
は
、東
京
か
ら
１
７
８
㎞
、伊
豆

諸
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
面
積
18
・

58
㎢
、
周
囲
22
㎞
一
島
一
村
の
島
で
す
。

島
の
中
央
に
は
、
花
の
百
名
山
並
び
に

新
日
本
百
名
山
の
一
座
に
名
を
連
ね
る
天

上
山
を
は
じ
め
、
宮
塚
山
、
高
処
山
、
秩

父
山
が
座
し
、
急
峻
で
平
地
が
少
な
い
地

形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

島
の
人
口
は
、
昭
和
30
年
代
の
約
２
、

８
０
０
人
を
ピ
ー
ク
に
、
年
々
減
少
し
、

令
和
７
年
11
月
１
日
現
在
１
、
７
１
９
人

と
、
過
疎
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

「
島
の
持
続
可
能
な
取
組
」

島
の
主
な
産
業
は
、
農
業
・
漁
業
・
観

光
業
で
、
各
産
業
と
も
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
に
よ
り
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
を
解
消
し
島
の
持
続
可
能
性
を

め
ざ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

１�

、
農
業
の
主
な
換
金
作
物
は
ア
シ
タ

バ
、
レ
ザ
ー
フ
ァ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
さ
ら
な
る
農
業
の
活
性
化
を
め
ざ

し
て
新
規
就
農
者
の
育
成
や
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
島
に
適
し
た
新
た
な
換

金
作
物
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ス

マ
ー
ト
農
業
基
盤
の
整
備
に
よ
り
品
質

管
理
や
労
力
の
軽
減
を
図
り
持
続
可
能

な
農
業
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

２�

、
漁
業
は
、
東
京
諸
島
で
最
も
盛
ん
に

操
業
さ
れ
て
お
り
、
キ
ン
メ
ダ
イ
を
中

心
に
都
内
の
市
場
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
資
源
の
枯
渇
や
燃
料
・

資
材
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
漁
家

経
営
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
陸
上

養
殖
に
よ
る
「
育
て
る
漁
業
」
を
模
索
、

東
京
都
と
連
携
し
た
事
業
展
開
を
図
っ

て
い
ま
す
。

３�

、
観
光
業
は
、
最
盛
期
に
は
年
間
10
万

人
弱
の
来
島
客
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現

在
は
４
５
、
０
０
０
人
～
５
０
、
０
０

０
人
で
推
移
し
て
お
り
、
夏
季
シ
ー
ズ

ン
集
中
型
か
ら
周
年
観
光
を
め
ざ
し
て

星
空
保
護
区
・
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
軸
に
、
全
天
候
型
の
複
合
観
光
施
設

や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、
島
内
で
利

用
で
き
る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
す
る
な
ど
新
た
な
取
組
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。

む
す
び
に

私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
社
会
状
況
の
中
、
全
国
的
に
少
子

高
齢
化
と
人
口
減
少
が
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
本
村
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
、
神
津

島
で
暮
ら
す
こ
と
で
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
心
身
と
も
に
健
康
で
豊
か
に
日
々
を

送
れ
る
よ
う
、
神
津
島
村
が
基
本
理
念
と

す
る
「
誰
も
が
健
や
か
で
、
生
き
生
き
と

活
力
の
あ
る
島
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け

て
、
農
業
・
漁
業
・
観
光
業
の
主
要
産
業

の
活
性
化
を
図
る
と
同
時
に
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
社
会
福
祉
、
防
災
、
教
育
の
充
実

等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

神
集
う
島
神
津
島

前ま
え

田だ

　
　
弘ひ

ろ
し

東
京
都
神こ

う

津づ

島し
ま

村
長
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